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冬
季
平
時
訓
練
を
実
施
し
た
。
初
日
は
市
内
の
独
居

老
人
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
の
作
業
を
行
っ

た
。
ま
た
、
翌
日
は
市
内
の
福
祉
施
設
の
除
排
雪
も

。

、

実
施
し
た

今
年
は
積
雪
量
は
少
な
か
っ
た
も
の
の

例
年
通
り
三
笠
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
要
請
を
う

け
て
の
作
業
と
な
っ
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。
施
設
や
住
人
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方
か
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な
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し
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「
安
心
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」
な
ど
の

」

声
を
い
た
だ
き
、
更
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら

は
「
来
年
以
降
も
お
願
い
し
ま
す
」
と
早
速
の
要
請

が
あ
り
、
長
年
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
次
へ

と
つ
な
が
り
、
信
頼
を
深
め
て
い
る
。
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新
体
制
の
下
、
冬
季
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
初
訓
練
と
な
っ

た
現
場
は
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
要
請
の
、
民
家
屋

及
び
車
庫
で
、
屋
根
の
雪
降
ろ
し
な
ど
を
行
っ
た
。

中
村

隊
長
は
「
要
請
を
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
訓
練
を
始
め
、
出
動

基
盤
や
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
作
業
資
材
の

不
備
な
ど
も
あ
り
反
省
点
も
あ
っ
た
。
今
後
は
定
期
的
に
活

動
を
行
っ
て
隊
の
結
束
を
図
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

参
加
人
員
９
名

中村隊長率いる新体制の富良野支部隊。

腰の高さ以上もある雪を排雪、南空知支部隊。
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冬
季
平
時

訓
練
実
施

屋根は１mを超える雪。
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20市
に
て
実
施
し
た
。
訓
練
初
日
は
市
内
の
民
家
３
軒

の
屋
根
の
雪
降
ろ
し
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
日

目
は
多
度
志
地
区
に
移
動
し
、
民
家
軒
下
の
排
雪
作

業
を
行
っ
た
。

・
参
加
人
員

日

名

日
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1階の窓が埋まるほどの雪を排雪。天龍隊。

平成２９年６月２６日午後～２７日午前

（草刈り）親里 白川整備ひのきしん
当番支部 倶知安・千恵広・室蘭・南空知・天龍
各隊１名

※詳細は庶務より連絡致します。

小
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隊

２
月

日
、
小
樽
支
部
隊
（
久
米
田
忠
彦
隊
長
）
で
も
冬
季

19

平
時
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
支
部
隊
は
小
樽
市
の
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
を
し
て
お
り
、
今
年
も
民
家
３
軒
の

除
排
雪
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
作
業
前
に
は
小
樽
天
理
教
館

の
屋
根
の
雪
降
ろ
し
を
実
施
し
た
。
午
前
９
時
半
か
ら
午
後

、

。

４
時
半
迄

参
加
し
た
隊
員

名
は
終
日
作
業
に
あ
た
っ
た
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立教１８０年度 活動方針 『一手一つの活動を通した地域ひのきしんの推進と隊の充実』

・活動の基盤となるぢばへの伏せこみ

・次代を担う隊員の育成と増員

・実動を見据えた訓練の充実と行政機関との連携を図る

【 】２

家の間もていねいに。小樽隊。
屋根の高さまでたまった大雪の小樽。


